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市木まちづくりセンターだより E-mail：ichigi-k@ph-ｈamada.jp 

 1 日(金) 旭中ステージ発表 

 2 日(土) 市木神社秋季例大祭前夜祭 

 3 日(日) 市木神社秋季例大祭 

 7 日(木) 会長杯ゲートボール大会 

10 日(日) 旭ふる里まつり 

12 日(火) サロン（来尾地区） 

      ラ・ブック号 10：00～10：30 

19 日(火) サロン（市木地区） 

20 日(金) 定例会 

◆月曜日～金曜日（9 時～17 時）◆ 

敬老福祉乗車券販売日・証明書発行日 

（住民票 印鑑証明 所得課税証明） 

行事予定 

          

地区 世帯数 男 女 計 高齢化率
来尾 18 15 10 25 76%
市木 96 81 103 184 57.61%
総計 114 96 113 209 59.81%

  市木地区人口　（9月末現在）

つ
ぎ
つ
ぎ
と 

目
が
出
る
き
ゅ
う
り 
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小
卒
業
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短
歌
・
俳
句 

大
垰
和
音
さ
ん 

（
当
時
小
３
） 
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月６
日
（
日
）
市
木
地
区

ふ
れ
あ
い
運
動

会
が
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

今
ま
で
行
っ
て
い
た
種
目
を
変
更
し
、
老
若
男

女
が
楽
し
め
る
種
目
を
企
画
し
た
ふ
れ
あ
い
運

動
会
で
し
た
。
約

名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
お

み
や
げ
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
好
評
で
、

新
た
な
種
目
の
輪
投
げ
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

皆
さ
ん
の
笑
顔
と
笑
い
声
が
溢
れ
る
楽
し
い
運

動
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

９
月
21
日
（
土
）「
一
致
団
結
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
旭
中
学
校
の

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

心
配
さ
れ
た
雨
も
、
一
瞬
小
雨
が
降

っ
た
だ
け
で
、
全
種
目
予
定
通
り
行

わ
れ
ま
し
た
。 

生
徒
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
競
技
し
、

笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
た
体
育
祭

と
な
り
ま
し
た
。 
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10
月
１
日
（
火
）
浜
田
市
副
市
長

を
は
じ
め
、
旧
上
田
医
院
長
、
浜
田

市
旭
支
所
長
、
他
多
数
の
来
賓
の

方
々
を
迎
え
、
市
木
診
療
所
開
所
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

市
木
地
区
か
ら
は
、
德
川
博
会
長
が

来
賓
と
し
て
参
列
さ
れ
ま
し
た
。 

 

10
月
４
日
（
金
）
旭
小
学
校
の
相
撲
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
数
日
前
か
ら
の
雨
に
よ
り
、
体
育
館
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
３
～
６
年
生
が
取
り
組
み

を
行
い
、
ど
の
取
り
組
み
も
全
力
で
力
強
く
、
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

９
月
29
日
（
日
）
市
木
ふ
れ
あ
い
広
場
の

除
草
・
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
場

や
河
川
管
理
道
の
除
草
作
業
、
体
育
館
内
の

清
掃
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
10
月
６
日
（
日
）
地
域
環
境
美
化
活

動
が
各
地
区
で
行
わ
れ
、
多
く
の
可
燃
ご
み

や
不
燃
ご
み
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、
朝
早
く
か
ら
お
疲
れ
様
で
し
た
。 
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草 く
さ

叢 む
ら

に 
可
憐
に
咲
い
た 

一
輪
の 

 
 

 
 

よ
う
こ
そ
忘
れ
ず 

私
の
許 も

と

へ 

あ
り
が
と
う 

言
葉
残
し
て 

降
り
て
行
く 

 
 

 
 

学
生
達
の 

麗
し
い
こ
と 

 
 

 
 

中
間 

和
枝 

 

二
番
穂
の 

列
を
眺
め
る 

み
つ
き
さ
ん 

 
 

 
 

「
こ
い
つ
が
実
れ
ば
」 

所
得
倍
増 

紺
碧

こ
ん
ぺ
き

が 

水
平
線
で 

区
切
ら
れ
る 

 
 

 
 

差
別
や
区
別 

人
が
す
る
こ
と  

 
 

向
井 

満
樹 

 

山
裾
の 

田
を
守
る
よ
に 

彼
岸
花 

 
 

 
 

猪 し
し

が
無
視
す
る 

お
か
げ
で
美
観
な
り 

過
疎
の
秋 

ド
ミ
ノ
倒
し
を 

す
る
よ
う
に 

 
 

 
 

不
便
成
り
し
が 

又
一
つ
ふ
へ 

 
 

 
 

ち
え
み 

 

の
こ
り
酒 

ま
わ
し
飲
み
干
す 

酔
い
の
ま
ち 

め
ぐ
り
く
る 

秋
の
都
や 

今
も
な
を 

 
 

織
田
カ
ツ
子 

 

衣
替
え 

昔
と
違
い 

ま
だ
ム
リ
ム
リ 

朝
夕
に 

鈴
虫
の
声 

秋
近
し 

 
 

 
 

 

大
賀
勇
久
史 

小
学
生
人
権
標
語
よ
り 

 
 

 

き
み
の
声 

わ
た
し
の
心
に 

花
が
さ
く 

 

 

 

 

 

 

 

家の屋号「山城屋」、当年 85 歳となられました。 

学業を終え、山仕事で 30 年、庭師として 20 年、野菜作

りで 15 年と元気よく続けてきました。 

山仕事や庭師の仕事は、近隣から広島県遠方まで足を運

んだものです。 

 記憶をさかのぼり昭和 30 年代、当時、中郡では 40 世

帯あり、宮ノ地だけでも子どもが 20 人以上おり、秋祭り

ともなれば参集殿の外周に座を張り出して、地区ごとに

縄で観覧席が割り当てられていました。境内には出店も

多く、20 円 30 円を手に持ち愉しい祭りでした。 

まだまだ元気で野菜作りに励みます。 

無人市をよろしくお願いします！ 

訪ね
聞い

てみ
た！

 

 

 

「
寿
命
が
延
び
～
る
身
体
の
お
話
」
を
11
月
28
日
に

行
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！  10 月 10 日（木）市木ふれあい広場において、

ふれあいゲートボール大会が開催されました。爽や

かな秋晴れのもと、親睦を深めながら楽しくプレー

されました。 

今
月
の
登
場
者
は 

佐
々
木 

宏
さ
ん
（
中
郡
）
で
す
！ 


